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地
方
人
事
で
の
五
中
全
会
路
線
の
構
造
化
（
承
前
）

①
一
級
行
政
区
（
省
レ
ベ
ル
）
の
人
事
概
観

　

こ
の
よ
う
に
民
族
統
治
の
担
当
者
を
除
け
ば
、
漢
族
の
地
方
派
は

一
〇
名
程
度
で
、
表
２
と
表
３
に
示
し
た
中
央
派
の
合
計
人
数
の
半

数
に
満
た
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
中
央
派
と
は
、
中
央
の
党
政
府
機
関
（
中
央
政
府

管
轄
の
国
有
企
業
を
含
む
）
に
勤
務
し
た
後
、
省
レ
ベ
ル
の
党
委
員

会
や
政
府
の
幹
部
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
同
級
地
区
で
の
一
、二
回
の

転
任
を
経
て
、
地
方
の
ト
ッ
プ
層
と
な
っ
た
者
を
指
す
。
五
中
全
会

で
示
さ
れ
た
中
長
期
目
標
の
成
否
の
カ
ギ
の
一
つ
は
、
統
治
の
現
場

を
実
際
に
担
う
地
方
幹
部
、と
り
わ
け
こ
の
中
央
派
の
存
在
で
あ
る
。

②
専
門
性
の
重
点
と
習
近
平
の
権
力
強
化

　

省
級
幹
部
の
人
員
に
関
し
て
の
第
一
の
特
徴
は
、
前
職
で
航
空
宇

宙
や
情
報
科
学
な
ど
の
科
学
技
術
と
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
振
興
、
対
外

経
済
の
発
展
を
直
接
に
担
当
し
て
き
た
人
材
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

計
七
〇
名
の
う
ち
少
な
く
と
も
二
割
を
占
め
、
中
西
部
に
比
べ
て
発

展
レ
ベ
ル
の
高
い
東
南
部
沿
海
地
区
に
多
く
配
属
さ
れ
て
い
る
（
表

２
）。
彼
ら
の
旧
所
属
は
、中
央
政
府
の
関
連
部
局
、大
型
国
有
企
業
、

上
海
や
深
圳
な
ど
の
経
済
先
進
地
の
党
政
指
導
者
、
各
地
の
産
業
・

技
術
開
発
区
や
省
政
府
の
科
学
技
術
部
門
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た

愛
知
県
立
大
学
准
教
授

鈴
木 

隆

一
九
期
五
中
全
会
前
後
の
地
方
人
事
を
分
析
す
る
と
、

習
近
平
や
そ
の
側
近
に
近
い
人
物
で
固
め
ら
れ
、

科
学
技
術
振
興
に
よ
る
技
術
覇
権
の
進
展
と

国
民
生
活
の
向
上
や
環
境
対
応
の
充
実
が
目
を
引
く
。

長
期
的
観
点
で
の
国
力
強
化
志
向
が
読
み
取
れ
る
。

す
ず
き　

た
か
し　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学
。
博
士（
法
学
）。

専
門
は
中
国
政
治
。
日
本
国
際
問
題
研
究
所
研

究
員
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
訪
問
研
究

員
な
ど
を
歴
任
。
二
〇
一
一
年
よ
り
現
職
。
著
書

に
『
中
国
共
産
党
の
支
配
と
権
力
』
な
ど
。

習
近
平
政
権「
内
向
的
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ワ
ー
」へ
の
道（
下
）

—
—

「
一
九
期
五
中
全
会
」
で
既
定
路
線
が
固
め
ら
れ
る
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国家発展改革委員会高技術産業司司長、広東省深圳市長・市委書記

山西省委軍民融合弁公室主任（兼任）

中国兵器工業集団公司総経理、中国北方工業公司董事長

中国航天工業総公司人事労働局局長、国務院工業・情報化部副部長、

国家航天局局長、国家原子力機構主任、国家国防科学技術工業局局長

陝西省西安市高度新技術区管理委員会主任

中国航天科技集団総経理、国防科学技術工業委員会主任、有人宇宙

飛行・月探査プロジェクトの責任者、中国宇宙航空学会理事長、中

国商用飛行機有限責任公司董事長

国務院情報産業部第15研究所所長、人民解放軍総装備部科技委員

会兼職委員、国務院情報産業部副部長、同工業・情報化部副部長

国務院機械工業部弁公庁秘書、中国機械装備集団公司弁公室主任

国務院航空航天工業部、航天工業総公司、中国航天科技集団副総経理

中国航天科技集団公司董事長、国務院工業・情報化部副部長、国家

航天局局長、国家原子力機構主任、国家国防科学技術工業局局長、

中央秘密保持委員会委員、国家国防動員委員会委員、国務院中央軍

事専門委員会委員

ハルビン工業大学航天学院副院長、中国空間技術学院（五院）副院長、

中国航天科技集団公司総経理、国務院工業・情報化部副部長、国家

航天局局長、国家原子力機構主任、国家国防科学技術工業局局長、

国務院中央軍事専門委員会委員

広西チワン族自治区高技術処調査研究員兼中国科技開発院広西分院

院長助理、広西チワン族自治区科技庁庁長、自治区科学協会副主席、

中国科技開発院広西分院理事長・院長

上海第二医科大学校長、上海市副市長、上海市党委員会常務委員、

浦東新区区委書記、中国（上海）自由貿易試験区管理委員会主任

湖北省武漢市東湖新技術開発区管理委員会主任

許勤
林武
張国清
陳求発

景俊海
張慶偉

類勤倹

呉政隆
袁家軍
許達哲

馬興瑞

藍天立
（チワン族）

沈暁明

唐良智

59

58

56

66

60

59

64

56

58

64

61

58

57

60

2017年4月

2020年1月

2020年8月

2017年1月

2018年1月

2017年

2017年

2017年7月

2020年8月

2016年12月

2017年

2020年10月

2017年5月

2018年1月

河北省

山西省

遼寧省

遼寧省

吉林省

黒竜江省

江蘇省

江蘇省

浙江省

湖南省

広東省

広西チワン族

自治区

海南省

重慶市

省長

省長

党委書記

人代常委会主任

省長

党委書記

党委書記

省長

党委書記

省長

省長

自治区政府主席

省長

市長

表2　中央派①　科学技術とハイテク産業、「軍民融合」、対外経済の人材（計14名）

（補注）・年齢は、2020年から出生年を機械的に差し引いたもので、一つの目安として示す。以下の表も同じ。
　　　・表中、景俊海・沈暁明・劉吉寧・陳豪・劉国中の5名は、政治人脈に基づく表4にも記載。

氏名　　　年齢（歳）　　 行政区 役職 主な職歴着任年月

氏名　　　年齢（歳）　　 行政区 役職 主な職歴着任年月

表3　中央派②　国民生活の質的向上と広義の環境保護の人材 （計12名）

清華大学校長、国務院環境保護部部長

長江水利委員会副総工程師、南水北調規劃設計管理局総工程師、水利部

副部長、国家防汛抗旱総指揮部秘書長、国務院三峡工程建設委員会委員

水利部黄河水利委員会主任、水利部副部長

国土資源部耕地保護司司長、国土資源部副部長、国家測量局局長、

国土資源部副部長、国家土地副総督察

国家環境保護総局核安全司司長、環境保護部副部長、国家核安全局

局長、環境保護部部長、生態環境部部長

農業部産業政策・法規司副司長、中央財経領導小組弁公室農村組組

長、中央財経領導小組弁公室副主任、国務院扶貧開発領導小組組長

住宅・都市農村建設部副部長

国務院衛生部副部長、国家食品薬品監督管理局局長、国家食品薬品

監督管理総局副局長、国家衛生・計画生育委員会副主任

国家発展改革委員会副主任、国務院医療改革弁公室主任、国家衛生・

計画生育委員会副主任、国務院医療改革弁公室主任（大臣級）、全

国政協人口資源環境委員会委員

労働・社会保障部弁公庁主任、人力資源・社会保障部副部長、国家

公務員局局長

上海市人代常務委員会副主任、市総工会主席、中華全国総工会副主

席・党グループ書記・書記処第一書記

中華全国総工会副主席・党グループ副書記・書記処書記

陳吉寧
劉寧

李国英
鹿心社

李幹傑

唐仁健

王寧
尹力

孫志剛

信長星

陳豪

劉国中

56

58

57

56

56

58

59

58

66

57

66

58

2018年 1月

2020年 8月

2017年 1月

2018年

2020年 7月

2017年 5月

2020年 9月

2016年 1月

2017年 9月

2020年 8月

2016年 8月

2020年 7月

北京市

遼寧省

安徽省

広西チワン族

自治区

山東省

甘粛省

福建省

四川省

貴州省

青海省

雲南省

陝西省

市長

省長

省長

党委書記

省長

省長

省長

省長

党委書記

省長

党委書記

党委書記
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人
員
配
置
が
、
二
〇
一
五
年
の
「
中
国
製
造
２
０
２
５
」
の
発
表
、

一
七
年
の
「
中
央
軍
民
融
合
発
展
委
員
会
」（
主
任
は
習
近
平
）
の
成

立
な
ど
と
軌
を
一
に
し
た
動
き
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
。

　

ま
た
、
航
空
宇
宙
・
兵
器
分
野
の
大
型
国
有
企
業
出
身
者
が
重
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
軍
民
融
合
へ
の
指
導
部
の
意
欲
の
高
さ
と
、

民
営
化
を
含
む
国
有
企
業
改
革
の
実
行
可
能
性
の
低
さ
の
両
方
を
示

唆
す
る
。

　

第
二
に
、
中
央
派
の
中
に
は
、
国
民
生
活
の
質
的
向
上
、
す
な
わ

ち
生
活
に
密
接
に
関
連
し
、
人
々
の
問
題
関
心
の
高
い
社
会
政
策
分

野
の
専
門
家
も
多
い（
表
３
）。広
義
の
環
境
保
護（
五
名
：
自
然
保
護
、

水
利
、
国
土
資
源
管
理
、
原
子
力
安
全
）、
農
業
・
農
村
・
貧
困
削

減
と
住
宅
・
都
市
化
（
二
名
）、
医
療
衛
生
・
食
品
医
薬
品
・
人
口
（
二

名
）、
労
働
・
社
会
保
障
（
三
名
）
な
ど
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、

発
展
の
遅
れ
た
内
陸
部
に
勤
務
し
、
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
黄
河
と

長
江
の
水
利
部
門
の
責
任
者
や
環
境
保
護
部
の
大
臣
経
験
者
も
含
ま

れ
る
。
こ
の
点
、
中
国
政
治
史
に
お
け
る
治
水
の
伝
統
的
重
要
性
と

と
も
に
、
環
境
対
策
を
重
視
す
る
指
導
部
の
姿
勢
が
見
て
と
れ
る
。

　

第
三
の
特
徴
は
、
現
在
、
省
級
幹
部
集
団
に
お
い
て
、
習
近
平
は

自
身
に
有
利
な
勢
力
を
維
持
し
て
い
る
。
全
体
（
計
七
〇
名
）
の
中

で
少
な
く
と
も
三
割
程
度
が
、
党
委
書
記
（
計
三
一
名
）
に
限
っ
て

み
れ
ば
、
四
直
轄
市
を
含
む
過
半
数
の
者
が
習
近
平
本
人
ま
た
は

　　　年齢（歳）　　 行政区 役職 着任年月

表4　習近平派 （習本人または習の盟友・側近の政治人脈に連なると見られる人物）（計23名）

蔡奇
陳吉寧
李鴻忠
廖国勛
王東峰
楼陽生
石泰峰
巴音朝魯
景俊海
李強
于偉国
劉奇
尹弘
應勇
杜家毫
李希
劉賜貴
沈暁明
陳敏爾
諶貽琴
陳豪
劉国中
趙一徳

65
56
64
59
62
61
64
65
60
61
65
63
57
63
65
64
65
57
60
61
66
58
55

2017年
2018年 1月
2016年
2020年 9月
2017年 10月
2019年 11月
2020年 1月
2014年 8月
2018年 1月
2017年 10月
2017年 10月
2018年 3月
2020年 1月
2020年 2月
2016年 8月
2017年 10月
2017年
2017年 5月
2017年
2018年 1月
2018年 8月
2020年 7月
2020年 8月

北京市
北京市
天津市
天津市
河北省
山西省
内モンゴル自治区
吉林省
吉林省
上海市
福建省
江西省
河南省
湖北省
湖南省
広東省
海南省
海南省
重慶市
貴州省
雲南省
陝西省
陝西省

党委書記
市長
党委書記
市長
党委書記
党委書記
党委書記
党委書記
省長
党委書記
党委書記
党委書記
省長
党委書記
党委書記
党委書記
党委書記
省長
党委書記
省長
党委書記
党委書記
省長

（補注）・景俊海と沈暁明は表2に、劉吉寧・陳豪・劉国中は表3にも、それぞれ記載。

氏名
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習
の
側
近
と
パ
ト
ロ
ン—

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る

（
表
４
）。
む
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
、
地
方
へ
の
中
央
の
指
示
貫
徹
に
有

利
で
あ
る
。
例
え
ば
海
南
省
の
党
委
書
記
・
劉
賜
貴
は
、
習
近
平
の

長
年
の
部
下
で
海
洋
政
策
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
り
、
海
洋
環
境
保

護
の
観
点
か
ら
資
源
管
理
や
気
候
変
動
の
問
題
に
も
関
与
し
た
経
験

を
持
つ
。
今
日
で
は
南
シ
ナ
海
の
島
嶼
に
対
す
る
同
省
の
行
政
管
轄

権
を
主
張
す
る
な
ど
、
地
方
行
政
の
面
か
ら
海
洋
権
益
拡
大
の
サ

ポ
ー
ト
役
を
務
め
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
回
党
大
会
以
降
形
成
さ
れ
て
き
た
地
方

統
治
の
人
事
に
は
、「
決
議
」
の
内
容
を
先
取
り
す
る
か
の
よ
う
に
、

技
術
覇
権
を
目
指
し
た
科
学
技
術
振
興
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
、

お
よ
び
自
然
・
生
活
環
境
の
改
善
を
中
心
と
す
る
国
民
生
活
の
質
的

向
上
を
追
求
す
る
と
い
う
中
央
の
意
志
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
同
時

に
、
そ
の
長
期
的
遂
行
を
可
能
に
す
る
習
近
平
の
権
力
基
盤
も
強
化

さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
米
中
関
係
と
日
本
の
役
割

　

米
国
の
次
期
大
統
領
に
は
、民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
氏
が
就
任
し
た
。

こ
の
結
果
、
ト
ラ
ン
プ
の
米
国
と
習
近
平
の
中
国
に
よ
る
、
二
つ
の

「
内
向
的
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ワ
ー
」
の
せ
め
ぎ
合
い
と
い
う
世
界
的
リ

ス
ク
は
、
回
避
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
五
中
全
会
の
開
催
が
、
米
大
統
領
選
の
投
開
票
の
直
前

で
あ
っ
た
こ
と
に
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
指
導
部
は
、
大
統
領

選
の
結
果
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
二
二
年
以
降
も
最
高
指
導

者
で
あ
り
続
け
る
と
の
意
欲
を
持
つ
習
近
平
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、「
決
議
」
の
内
容
に
基
づ
き
、
内
向
的
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ワ
ー
と

し
て
の
国
力
強
化
を
粛
々
と
追
求
し
て
い
く
と
の
決
意
を
固
め
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　

事
実
、
中
国
当
局
は
、
現
下
の
国
際
政
治
の
構
造
的
不
安
定
化
を

利
用
し
て
、
自
国
の
長
期
目
標
を
完
遂
す
べ
き
こ
と
を
言
明
し
て
い

る
。
い
わ
く
、
今
日
、「
世
界
は
動
揺
変
革
期
」
に
入
り
、「
国
際
的

な
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
深
層
レ
ベ
ル
の
修
正
変
化
」が
進
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、「
全
党
は
、
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
と

い
う
戦
略
の
全
局
と
、
世
界
に
過
去
百
年
間
な
か
っ
た
ほ
ど
の
大
変

局
を
、
総
合
し
て
計
画
・
構
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
と
（
三
五

年
目
標
）。

　

も
と
よ
り
中
国
も
、
米
国
の
新
政
権
に
は
一
定
の
外
交
上
の
秋
波

を
送
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
バ
イ
デ
ン
が
重
視
す
る
環
境
保
護
分
野

で
は
、
協
力
の
進
展
が
見
込
ま
れ
る
。
昨
年
九
月
の
国
連
総
会
で
の

ビ
デ
オ
演
説
で
、
習
近
平
は
、
二
〇
六
〇
年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
を
宣
言
し
た
。
一
四
・
五
方
針
も「
グ

リ
ー
ン
低
炭
素
の
発
展
」
を
強
調
し
、
地
方
の
人
事
で
も
環
境
重
視
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の
シ
フ
ト
が
と
ら
れ
て
い
た
。

　

だ
が
、
本
文
で
述
べ
た
通
り
、
そ
う
し
た
中
国
側
の
外
交
的
振
る

舞
い
は
、
表
面
的
な
戦
術
レ
ベ
ル
の
対
応
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
米
国
の
新
政
権
に
対
し
て
日
本
政
府
が
果
た
す
べ
き
役

割
と
は
、い
ず
れ
の
国
の
政
権
交
代
時
に
も
往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
、

国
際
情
勢
認
識
に
お
け
る
過
度
な
熱
意
と
善
意
と
期
待
に
対
し
、
親

密
な
同
盟
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
慎
重
に
、
し
か
し
着
実
に
「
冷
や

水
を
か
け
る
」
こ
と
、
中
国
側
の
短
期
的
な
変
化
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
そ
の
中
長
期
の
国
家
目
標
と
権
力
構
造
の
適
切
な
見
極
め

を
説
く
こ
と
で
あ
る
。

（
付
記
）
現
在
（
一
月
一
一
日
時
点
）
ま
で
に
、
一
部
の
地
方
で
省

級
幹
部
の
人
事
交
代
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、そ
の
結
果
を
経
て
も
、

本
文
で
述
べ
た
見
解
に
変
更
の
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い
。
今
回
の
人

事
異
動
の
要
点
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
省
級
幹
部
集
団
へ
の
新
規
加
入
者
と
し
て
、
計
七
名
の

代
理
省
長
（
近
日
中
に
省
長
に
就
任
予
定
）
が
加
わ
っ
た
。
だ
が
、

地
方
派
に
対
す
る
中
央
派
の
数
的
優
位
、
お
よ
び
、
中
央
派
に
お
け

る
①
科
学
技
術
振
興
・「
軍
民
融
合
」
と
②
国
民
生
活
の
質
的
向
上

の
二
種
類
の
人
材
を
重
視
す
る
傾
向
に
変
わ
り
は
な
い
。
①
の
代
表

的
人
物
は
、
中
国
航
空
工
業
第
一
集
団
公
司
第
一
航
空
機
設
計
研
究

院
院
長
、
国
防
科
学
工
業
委
員
会
秘
書
長
、
国
家
国
防
科
学
技
術
工

業
局
副
局
長
な
ど
を
歴
任
し
た
黄
強
（
四
川
省
・
代
理
省
長
）
で
あ

る
。
②
の
そ
れ
は
韓
俊
（
吉
林
省
・
代
理
省
長
）
で
あ
り
、
中
国
社

会
科
学
院
や
国
務
院
の
研
究
部
門
に
長
年
勤
務
し
た
農
業
・
農
村
政

策
の
専
門
家
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
省
党
委
員
会
書
記
の
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
で

も
言
及
し
た
海
南
省
党
委
書
記（
劉
賜
貴
）や
吉
林
省
党
委
書
記（
巴

音
朝
魯
）
な
ど
、
習
近
平
の
地
方
指
導
者
時
代
か
ら
長
年
付
き
従
っ

て
き
た
古
参
の
部
下
を
含
め
、
計
六
名
の
書
記
が
い
っ
せ
い
に
離
職

し
た
。
彼
ら
は
み
な
六
五
歳
以
上
の
人
物
で
あ
り
、
定
年
に
達
し
た

も
の
と
見
ら
れ
る
（
六
五
歳
以
上
で
留
任
し
た
の
は
、
中
央
政
治
局

員
を
兼
任
す
る
北
京
市
党
委
書
記
の
一
名
の
み
）。
こ
の
結
果
、
表

４
に
示
し
た
習
近
平
派
の
人
数
は
計
四
名
減
少
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
六
名
の
後
任
者
は
い
ず
れ
も
、
前
職
で
は
省
党

委
副
書
記
兼
省
長
と
し
て
習
近
平
政
権
を
支
え
、
現
場
の
政
策
遂
行

を
担
当
し
て
き
た
者
た
ち
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
回
の
省
党
委
書

記
の
交
代
は
、
習
近
平
政
権
の
長
期
化
に
伴
う
地
方
幹
部
の
若
返
り

で
あ
り
、
同
時
に
、
指
導
部
の
推
進
す
る
重
点
政
策
と
権
力
強
化
の

継
承
発
展
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
省
長
の
う
ち
中
央
派
と

地
方
派
の
人
物
が
各
一
名
ず
つ
離
任
し
た
が
、
両
名
が
と
も
に
中
央

閣
僚
に
栄
転
し
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
（
唐
仁
健
・
現
農
業
農
村

部
部
長
、
王
文
濤
・
現
商
務
部
部
長
）。
●




